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事業の概要 
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延長  約４．３ｋｍ 

事業概要  

本事業は、西武新宿線の東村山駅付近の約4．3kmにおいて鉄道を立体化することにより、5箇所の踏切（うち

ボトルネック踏切3箇所）を除却し、都市内交通の円滑化を図るとともに、分断された市街地の一体化による都

市の活性化を図る事業である。 

事業の目的、必要性  

本事業区間は、多摩南北道路である府中街道の西側約100ｍに位置し、区間内にある5箇所のうち3箇所がボト

ルネック踏切である。また、東村山3・3・8号線（府中街道）や東村山3・4・10号線の計画幹線道路と交差して

いるが、これらの路線は未整備であり、道路ネットワーク形成上の課題となっている。 

このような状況から、交通渋滞や地域分断解消のための抜本的な対策が求められている。本事業では、当該

区間を立体化し、円滑な道路交通の確保、一体的なまちづくり、踏切事故の解消、併せて、都市計画道路や交

通結節点機能の強化等により、地域の活性化を図るものである。 

全体事業費     ５８０ 億円 踏切交通遮断量 約180,000 台時／日 

事業概要図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
関係する地方公共団体等の意見  

東村山市において、踏切対策として鉄道立体化の検討を独自で実施している。東村山駅北側の東村山1号踏切

は5差路の交差点上にあり、踏切対策を強く求められている。 

 
事業採択の前提条件  

 事業の効率性 ： 便益が費用を上回っている 

 事業実施環境 ： 円滑な事業執行の環境が整っている 

事業評価結果 

 

総費用 375 億円 総便益 682    億円 基準年  

Ｂ／Ｃ 1.8 
事業費：          374   億円 

維持管理費：     1.7   億円 

移動時間短縮便益：  646  億円 

走行経費減少便益：   35  億円 

交通事故減少便益：  1.0  億円 

平成２０年

交通量変動 B/C= 2.0 （交通量 ＋１０％） B/C= 1.6 （交通量 -１０％） 

事業費変動 B/C= 1.7 （事業費 ＋１０％） B/C= 2.0 （事業費 -１０％） 

費
用
対
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感度分析の結果 

事業期間変動 B/C= 1.9 （事業期間 ＋１０％） B/C= 1.8 （事業期間 -１０％）

評価項目 評価 根拠 

5箇所の踏切における渋滞の解消が図られる。 

・ピーク時渋滞長：970ｍ（久米川第2号） 

・ピーク時遮断時間：29分(久米川第3号) 

・最大踏切自動車交通遮断量：約72,000台時/日（久米川第2号） 

・最大踏切歩行者等交通遮断量：約48,000台(人)時/日（久米川第3号） 

渋滞対策 ◎ 

鉄道と交差する幹線道路（東村山3・3・8、市道81－1号、都道128号）が整備され

ることにより、周辺道路の渋滞緩和が期待できる。 

事故対策 ◎ 
東村山第1号踏切は、一般都道128号と市道2本が踏切部で交差しているため、線路

内で車が停止する状況であり、立体交差化により本踏切における事故の危険性が解消

される。 
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歩行空間 ◎ 
踏切歩行者等交通遮断量が約11万台(人)時/日（踏切5箇所合計）と非常に多く、こ

れらの踏切が除却されることで、歩行者及び自転車交通の円滑化、安全性や快適性の

向上が図られる。 

住民生活 ◎
道路と鉄道が立体交差化されることにより、東西間の移動時間が飛躍的に短縮す

る。また、駅アクセス道路や駅前広場等が一体的に整備されることにより、交通結節

機能が強化され、利便性が大幅に向上する。 

地域経済 ◎
鉄道と交差する道路が整備されることにより、物流の効率化が図られる。 

道路と鉄道が立体交差化されることで東西の商店街が一体となり、地域経済の活性化

が期待できる。 

災 害 ○ 広域的な避難場所（市立小学校、中学校等のグランド）へのアクセスが向上する。

環 境 ◎ 交通渋滞の解消により、CO2排出量の削減が期待できる。 
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地域社会 ◎
幹線道路や駅に近接する複数の踏切が除却されることにより、交通ボトルネックが

解消され、交通結節機能の強化や良好な市街地形成が図られる。 

事業実施環境 ◎

当該区間には5箇所の踏切があり、そのうちの3箇所がボトルネック踏切である。そ

のため、幹線道路である東村山3・3・8（府中街道）では交通渋滞が慢性的に発生し

ており、その他の踏切でも歩行者及び自転車交通量が非常に多く、沿線住民の生活に

支障をきたしていることから、道路と鉄道の立体化による踏切除却が強く求められて

いる。 

 

採択の理由 
・事業主体である東京都が実施した評価結果に基づけば、費用便益比が１．８と便益が費用を上回っており、着

工準備採択の前提条件が確認できる。 

・5箇所の踏切（うちボトルネック踏切3箇所）を除却することにより、円滑な道路交通の確保等が図られ、事業

の必要性・効果は高いと判断される。 

・立体化に対する事業実施の環境が整っていると判断される。 

以上より、本事業を採択した。 
 

担 当 課：都市・地域整備局 街路交通施設課 

担当課長名：松井 直人           

 

※総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額に割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。

ボトルネック踏切

その他の踏切

未整備都市計画道路

鉄道立体化済み

鉄道平面区間

凡　　例


